
平成２０年度 確かな学力向上推進プラン 
年間計画 
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【基礎基本の定着（全学年）】 
★ぐんぐんタイム(8:30～8:45) 
① 基礎基本を身に付け、学習への意

欲を高める。 
② 学習に対する集中力を高める。 
③ 継続することにより、できたとい

う自信を持てるようにする。 

□火曜日…国語  水曜日…算数  金曜日…読書□ 
・国語…漢字学習を中心に、基礎的な学習に取り組む。 
・算数…四則計算がきちんとできるようにする。 
・読書…読書、保護者による読み聞かせ、音読等を通し 

読む力を高め、語彙を増やす。 
文学作品に多くふれることで、読解力を養い豊かな感

性を育む。 
□国語・算数として時間を設定 
□各学年、学級の実態に合わせ、ドリル・プリントによる学習

を中心に行う。 
□漢字検定試験の奨励（年２回） 

【少人数指導（４～６年の算数）】 □算数を２学級３グループ、または１学級２グループに分け、

習熟度別編成での少人数指導の実施し、個に応じた指導の充

実を図る。 
【体験的・問題解決学習】 
【総合的な学習の時間（３～６年）】 
【生活科（１～２年）】 

□グリーンアドベンチャー 
全校児童の縦割り班で、年間計画に基づき１年間校庭の樹木

を観察 
【各教科のおける 

問題解決能力の向上】 
 
 
 

□児童自らが問題の解決方法を考える活動の充実を図る。 
□相手にとって分かりやすく表現する指導の充実を図る。 
□必要な資料を取捨選択して活用する指導の充実を図る。 
□学習した内容を日常生活に当てはめて考える学習の充実を図

る。 

【サタデープロジェクト 
（３～６年の希望者）】 

□月２回実施（第１，３土曜日） 
国語（５０分）算数（５０分） 

□国語、算数の学習内容の補習、習熟、発展学習 
【家庭学習の定着】 □宿題を工夫し、学年×１０分の学習時間の定着を図っていく。 
【校内研究の充実】 □算数を通して、相手に伝える力、考える力を育み、深めて実

践する。 
□全学年が研究授業を行い、研究を深めていく。 

 


